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1はじめに
　日常生活援助を必要とする患者に対する洗髪は、看
護の重要な援助の1つである。
耳手術（鼓室形成術・アブミ骨手術など）のほとんど
は創部が耳後部にあり、ガーゼ固定されているため、
医師より洗髪は創部の汚染・創感染及び創部の安静の
目的で術後4日目頃から開始となっていた。加藤らは、
「健康的で快適な生活を送るためには、洗髪後72時間
以内に、次の洗髪を行うことが望ましい。」と述べてい
る。1）
　過去3ヶ月間における耳手術患者の洗髪開始日を調
査したところ、平均4．5日であった。患者から「早く
髪を洗って欲しい」など要望が度々聞かれていた。
　これまでの洗髪方法は、ガーゼをビニールとテープ
で保護し、患側部を上にして洗髪をしていた。この方
法ではガーゼを汚染してしまうことがしばしばあっ
た。そこで、洗髪用耳保護用具（以下洗髪用具とする）
を作成し、ガーゼ汚染を予防することが出来るならば、
洗髪開始時期を早めることが可能ではないかと考え
た。洗髪用具を使用することで、創が汚染されない事
を証明し、医師に働きかけ、協力を得て洗髪を実施し
た。今回の研究において対象となる人々の安全や安寧
を損なうものでないこと、看護の質の向上や、看護に
貢献する意義のあることを、充分に検討し、患者の同
意を得、研究を行うこととする。鶉手術後患者に対し、
洗髪用具を作成し洗髪方法を検討し実施したのでここ
に報告する。
皿研究目的
　耳手術後患者に洗髪用具を作成し早期洗髪を実施
し、患者の心身の爽快感を得ることにより、健康的で
快適な入院生活を送れるようにする。
皿研究方法
1．研究期間
　H16年7月下旬～11月上旬
2．対象患者
　当病棟入院中の耳手術後1日から5日目の患者
　のうち、担当医師に了承が得られ、また、洗髪用
　具を使う事に同意を得られた患者5名　年齢、性
　別不問
3．方法
　　1）洗髪用具の作成
　　　（1）必要物品
　　①ペットボトル（2eサイズ）
　　②カチューシャ（滑り止めば取り除く）
　　③クッションシール（4×36cm）
　　④ガムテープ
　　⑤綿棒
　　⑥紙粘土
　（2＞作成費用　約150円
　（3）洗髪用具の重量　約50g
　（4）作成過程（図1）
　　①2gのペットボトルの底から5cmのとこ
　　　ろを切断する。
　　②切断した部分に紙粘土をつけ、耳周囲の
　　　型取りをする。
　　③耳の型通りにペットボトルをはさみで切
　　　断ずる。
　　④耳の形の切断面にクッションテープをは
　　　る。
　　⑤ペットボトルの側面に穴をあけ、プラス
　　　チック製カチュ・一・一一シャをはめ込む。
　　⑥密着をより確実にする為、カチューシャと
　　　ペットボトルの接続部分を細い綿棒とガ
　　　ムテープで固定する。
2）安全性の確認
　作成した洗髪用具はまず看護師同士で試用す
　る。
　安全性が確認できた用具について主治医と患
　者に承諾を得て、患者への洗髪を実施する。
3）洗髪方法
　洗髪用具を装着しリクライニング式の車椅子
　をファウラ旧位に固定し仰臥位にて行う。頭
　部は揺り動かさないように後頭部を洗髪する
　時も仰向けで実施するが、洗い流す時は患側
　を30度挙上し、実施する。
　患側、創部に近い頭皮は37度程度のお湯を使
　照し、強くこすらずに指の腹でマッサージす
　るように洗髪する。また、創部周囲は特に、泡
　を蒸しタオルでふき取ったのちすすぐ。（図
　2）
　洗髪は、10分以内として実施した。
4）洗髪用耳保護用具チェック表の作成
　結果はチェック表を用いて評価をする。（表2）
w結果
　はじめに看護師同士で洗髪用具のプレテストを行
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つた（表1）ペットボトルの底面から5cm程のとこ
ろを真っ直ぐや斜めにカットした洗髪用具を装着し
て洗髪をしたところ、洗髪用具と皮膚の隙間から水
が入りガーゼを汚染してしまった。そこで、ペットボ
トルに粘土を付け耳周囲の型取りをし、この型をも
とに密着度の高い洗髪用具を作成した。この洗髪用
具を使用し看護師同士でプレテストを行った。左右
の洗髪用具を1難ずつ合計8回試用したが看護師4名
ともガーゼ汚染がなかった。そのため、この洗髪用具
を用いて患者に洗髪を行った。当病棟入院中の耳手
術患者のうち医師、患者ともに了承の得られた5名に
洗髪を実施した。
　洗髪用耳保護用具チェック表（表1）を用いて評価
を行った結果、洗髪開始した時期の平均は術後2．6日
目であり、抜糸までの平均洗髪回数は2回であった。
これまでの洗髪開始時期の平均は4。5日、抜糸までの
平均洗髪回数は1．2回であった。洗髪を行った患者全
員ガーゼ汚染がなく、発熱や創部の発赤、痙痛、腫脹
もなかった。洗髪後、患者から、「さっぱりした」「痒
みがとれた」「気持ちよかった」という声が聞かれた。
　洗髪用具については、洗髪を実施した看護師が「安
定感があった」「装着が容易であった」「汚染を気にせ
ずしっかり洗えた」というのに対し、患者からは「不
安定な感じがした」「装着するのが恥ずかしかった」
「少し圧迫感があった」「耳の回りが締め付けられて少
し痛かった」「用具が貧相だ」との声も聞かれた。また、
「用具で少し蒸れた」との声もあったが、湿潤はなか
った。
　洗髪方法においては、患者から「姿勢が安定されて
楽だった」「傷の回りを強くこすらなかったので痛み
はなかった」との声がきかれた。実施した看護師は、
「泡をふきとったため短時間で洗えた」「頚部が固定
されていて洗髪しやすかった」との感想があった。
反応が高かった。
V考察
　今回、私たちは二手術後患者に洗髪用具を作成し、
早期に洗髪を実施し、創部汚染をおこさず、患者に心
身の爽快感を得てもらうという目的で研究をおこな
った。洗髪用具を使用したことにより洗髪時期が早
まり、抜糸までの洗髪回数の増加がみられた。また用
具は密着性が高く、お湯の浸入を遮断することがで
きガーゼの汚染防止に有効であったと考えられる。
患者からの声より、早期に洗髪することは患者にと
って心身の爽快感を得られることがわかった。
　洗髪用具は着脱が容易であり、洗髪を行う看護師
にとって簡便なものであった。看護師同士で洗髪用
具のプレテストを何度も繰り返したことで安全性の
確認が出来、安心して洗髪が実施できた。また、創部
の発赤、腫脹が出現しなかったことから洗髪用具が
安全であったと考える。
　洗髪方法については安定した体位で洗髪し、短時
間で実施することができ、患者の心身の爽快感につ
ながった。しかし、今回洗髪用具を使用したのは5例
と少数であり、更に症例を追う必要がある。患者によ
って頭部や耳の大きさ、二部の位置によって洗髪用
具による圧迫感や痙痛が生じることもあり、洗髪用
具についての患者からの意見をもとに、素材・重
量・通気性・デザインなどを改良していきたい。
「V［まとめ
1）作成した洗髪用具は早期洗髪に有用である。
2）今後症例を重ね、洗髪用具の安全性やデザイン、
　安定感を改良していく必要がある。
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表1　洗髪用耳保護i用具チェック表（プレテスト用）
被験者情報 固定方法 体位 結果（汚染有無） 被験者の感想 実施者の感想
看護師A まっすぐ ファウラー位 後ろから水が入ﾁた
濡れた感じはしなかっ
ｽ
かなり水をかけた
看護師B ななめ ファウラー位 ガーゼが濡れた 濡れた感じはしなかっｽ
やりやすかった
ｷきまがあって少
ｵ不安だった
看護師C 紙粘土型 ファウラー位 汚染なし すっきりしたGれた感じはしなかった
やりやすかった
?粘土が溶けない
ｩ不安だった
看護師D 紙粘土型のカーブ?ﾂけた型（右） ファウラー位 汚染なし
すっきりした
Gれた感じはしなかった
安定感があった
看護師A 紙粘土型のカーブ?ﾂけた型（左） ファウラー位 汚染なし
すっきりした
Gれた感じはしなかった
やりやすかった
看護師D 紙粘土型のカーブ?ﾂけた型（左） ファウラー位 汚染なし
フィットしていた
ｨが聞こえにくいくらいだった
安定感があった
看護師C 紙粘土型のカーブ?ﾂけた型（右） ファウラー位 汚染なし
安定感があってずれる
ｴじはしなかった
上から水をかけたが、
Gれてなくて良かった
看護師A 紙粘土型のカーブ?ﾂけた型（右） ファウラー位 汚染なし ピッタリフィットした
安心してできた
看護師B 紙粘土型のカーブ?ﾂけた型（左） ファウラー位 汚染なし 少し蒸れた感じがした
短時間で洗髪でき
ｽ
看護師C 紙粘土型のカーブ?ﾂけた型（左） ファウラー位 汚染なし
ピッタリフィットして
｢るが圧迫感があった
密着して洗いやす
ｩった
看護師B 紙粘土型のカーブ?ﾂけた型（右） ファウラー位 汚染なし
フィットしていて安心
ﾅきた
装着が簡単だった
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表2　洗髪用耳保護用具チェック表（患者用）
被験：者情報 洗髪開始日i手術後）
抜糸までの
?ｯ回数
ガーゼ
?染有無
腫脹・発赤の
@　有無 被験者の感想
実施者（看護師）
@　の感想
31歳男
ｶ鼓室形
ｬ術後
術後2日目 2回 無し 無し さっぱりした
ｭし不安定な感じが
ｵたが濡れなかった
p具が貧相だ
装着しやすかった
ﾀ定感があった
23歳男
ｶ鼓室形
ｬ術後
術後3日目 1回 無し 無し 傷を気にしないで安
Sできた
fザインが格好悪か
ﾁた
揩ﾌ回りを強くこす
轤ﾈかったので痛み
ﾍなかった
創汚染を気にせずで
ｫた
葡?が簡単で泡ふき
ﾆったため短時間で
?ｦた
59歳男
ｶ鼓室形
ｬ術後
術後1日目 3回 無し 無し 気持ち良かった
Jチューシャにしめ
ﾂけられて耳の周り
ｪ少し痛かった
汚染を気にせずしっ
ｩり洗えた
71歳男
E鼓室形
ｬ術後
術後5日目 2回 無し 無し 痒みが取れて気持ち
ﾇかった
tィットした
ｭし閉塞感があった
安定感があり、汚染
?Cにせず洗髪でき
ｽ
24歳男
ｶ鼓室形
ｬ術後
術後2日目 2回 無し 無し 器具を装着するのが
ｭし恥ずかしかった
寀?で少し蒸れた
p勢が安定していて
yだった
器具の装着が簡単で
?る
?染を気にせず洗えた
Z潤はなかった。
z部が固定されて洗
ｯしやすかった
＊抜糸…手術後7日目頃
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